
　
　

湖
温
泉
利
用
協
同
組
合

　
　
（
若
狭
洋
市
代
表
理
事
）
が

進
め
て
き
た
新
泉
源
の
温
泉
水
を

活
用
し
た
地
熱
発
電
施
設
が
完

成
し
、
３
月
10
日
竣
工
式
と
記
念

式
典
を
開
き
ま
し
た
。
竣
工
式
は
、

有
珠
山
金
比
羅
火
口
近
く
に
あ
る

同
発
電
施
設
で
行
わ
れ
、
地
元
や

関
係
省
庁
な
ど
の
関
係
者
50
人
が

神
事
に
臨
み
ま
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
若
狭
代
表
理
事

は
「
４
年
が
か
り
で
完
成
し
、
感

無
量
。
発
電
と
温
泉
供
給
の
連
携

で
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。
環
境
テ
ー
マ
の
サ
ミ
ッ

ト
開
催
地
と
し
て
、
わ
ず
か
な
発

電
で
す
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
取
り
組

み
が
日
本
全
体
で
盛
り
上
が
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
完
成
を
喜
び

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
会
場
を
洞

湖

温
泉
の
ホ
テ
ル
に
移
し
て
基
調
講

演
と
記
念
式
典
を
開
催
。
基
調
講

演
で
は
、
北
海
道
立
総
合
研
究
機

構
環
境
・
地
質
研
究
本
部
地
質
研

究
所
の
秋
田
藤
夫
所
長
が
、
洞

湖
温
泉
の
開
発
の
歩
み
を
概
括
し
、

地
域
で
の
地
熱
発
電
の
意
義
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
発
電
施
設
の

設
置
に
関
係
し
た
事
業
所
に
対
し

感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
技
術
的
貢
献

に
感
謝
し
ま
し
た
。

　　
こ
の
地
熱
発
電
事
業
の
始
ま
り

は
、
四
十
三
山
山
麓
の
泉
源
の
温

度
低
下
の
中
で
、
高
温
資
源
を
確

保
す
る
た
め
に
、
平
成
25
年
度
経

済
産
業
省
の
助
成
金
を
活
用
し
行

っ
た
新
泉
源
の
掘
削
の
成
功
で
し

た
。
こ
の
泉
源
は
、
金
比
羅
火
口

近
く
で
約
１
３
５
度
の
温
泉
水
が

毎
分
約
４
０
０
㍑
湧
出
。

　

洞

湖
温
泉
１
０
０
年
の
歴
史

の
中
で
、
１
０
０
度
を
超
え
る
地

熱
水
の
湧
出
は
初
め
て
の
こ
と
で

す
。

　

平
成
26
年
度
に
は
、
国
の
認
可

を
受
け
、
地
熱
理
解
促
進
支
援
事

業
と
し
て
、
源
泉
を
温
泉
利
用
す

る
た
め
の
設
備
を
構
築
し
、
地
域

振
興
の
一
つ
と
し
て
温
泉
た
ま
ご
の

製
造
設
備
を
併
設
。
現
在
「
ジ
オ

温泉熱を利用した地熱発電開始

地
熱
発
電
に

　
　
　

利
用
す
る
熱
源

発電設備竣工式発電設備竣工式
　　　 記念式典開く　　　 記念式典開く

発電設備竣工式
　　　 記念式典開く

①①

②② ③③

写真説明

①バイナリー発電シ
　ステムと若狭代表
　理事

②金比羅山にある新
　泉源と発電所敷地

③地熱発電施設完成
　竣工式


